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1．はじめに

近年，母国社会とホスト社会の間を行き来しながら，トランスナショナルな空間に生き
る人々が増えている。こうした人々を指す言葉として，「ディアスポラ」という概念があ
る。ディアスポラは，種まきを意味するギリシャ語の diaspeirein に由来し，離散したユダ
ヤ人を指す言葉から，他のエスニック集団からの移民（Karim, 2003），留学や就労などの
目的で海外に長期滞在する人々を指す言葉へと拡大している（e. g., Yin, 2013; Gomes, 
2015；李・石井・林・李，2021）。ディアスポラの人々にとって，メディア利用のあり方
は，ホスト社会での心理的安定や社会文化的な適応にとって重要な意味を持っている。

ディアスポラのメディア利用については，母国メディアの利用を中心とした研究が，多
数報告されている（Cunningham & Sinclair, 2001; Shi, 2005; Elias & Lemish, 2011; 李，
2016; Lee & Lee, 2015, 2017, 2021 など）。Meyrowitz（1986）は，テレビなどの電子メ
ディアの普及によって，かつて場所拘束的であった様々な情報が，その制約を越えて広く
共有されるようになり，人々の社会的行為に対する「場所」（place）の影響力が失われつ
つあると論じている。21 世紀に入ってからは，インターネットの普及と発達によって情
報と場所の結びつきがさらに弱まり，ディアスポラの人々の母国の情報や娯楽へのアクセ
ス可能性が飛躍的に向上している（李・李，2018）。

一方で，ディアスポラの人々が，ホスト社会のメディアをどのように利用しているかに
ついての研究は，エスニックメディアや母国メディアといった「母語」メディアの利用に
関する研究に比べ，大きく立ち遅れている。ディアスポラのホスト社会メディア利用は，
ディアスポラの人々やコミュニティの安楽な生活だけでなく，ホスト社会全体の統合や安
定にも影響しうる問題である（李，2016）。また，岩渕（2011）が指摘するように，在日
エスニックマイノリティがホスト社会の主流メディア，エスニックメディア，ディアスポ
ラメディアといった多元的メディアをどのように消費し，そのようなメディアスケープの
中でどのような社会的つながりやアイデンティティを構築しているかについての研究はほ
とんど行われていないのが現状である。

このような観点から，筆者ら（2022）は，中長期在留外国人の最大グループである在日
中国人のメディア利用とその関連要因について実証研究を行い，特にホスト社会メディア
の利用・非利用が在日中国人ディアスポラに与える影響について検討した。本論文は，そ
の後続研究として，在日韓国人のホスト社会メディア利用について調べたものである 1。

ホスト社会メディアに対す
る認識と（非）利用（2）
──在日韓国人に対する調査をもとに──
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2．ディアスポラのメディア利用：その要因と影響

ディアスポラの人々がアクセスできる母語メディアには，1）ディアスポラの母国の
人々向けの「母国メディア」，2）ディアスポラの居住国で，主にディアスポラの母語で
サービスを提供している「エスニックメディア」がある。そして，3）ディアスポラの居
住国で，居住国の人々向けに現地語で展開される「ホスト社会メディア」，4）様々な国や
地域のオーディエンス向けの「グローバルメディア」などがある。ディアスポラのメディ
ア利用に関する研究はこれまで，母国メディアやエスニックメディアといった「母語」メ
ディアの利用や影響に注目してきた。

ニュージランドの中国人ディアスポラに関する Yin（2013）の研究では，ディアスポラ
が，居住国で母国のオンラインメディアや居住国のエスニック・オンラインクメディアを
利用し，中国人としてのアイデンティティを維持・再構築しながら，中国人ディアスポラ
コミュニティの一員としてホスト社会での生活を営んでいることが明らかにされている。
Shi（2005）が行った在米中国人ディアスポラに対するインタビュー調査では，アメリカ
のメディアや英語にストレスを感じるディアスポラの人々が，リラックスして利用できる
中国語メディアに多く接触していることが示された。同様に，Lee & Lee（2015）は，若
年層の在日中国朝鮮族を対象に行ったインタビュー調査において，学校や職場で日本語を
使うことにストレスを感じ，韓国メディアに娯楽を求める人が一定数いることを報告して
いる。また，日本に関するニュースや情報も，韓国メディアや日本で利用できるエスニッ
クメディアから得ている人が少なからずいることを明らかにしている。このような状況
は，インタビュー調査だけでなく定量調査でも示されている。海外在住経験のある日本人
を対象とした Web 調査（李・李，2018；李・石井・林・李，2021）では，滞在中のホス
ト社会メディアの利用度が低く，言語力の不足や文化の違いから現地語の情報や娯楽を楽
しめないことがその主な理由として挙げられていた。このように，トランスナショナルな
メディア利用が容易になるにつれ，ディアスポラの母国メディア利用が増え，ホスト社会
に居住しながら，地理的に離れた「ホーム」との接触が日常化し，母国との関係やディア
スポラとしてのアイデンティティが再構築される状況が生まれている。

一方で，ホスト社会メディアの利用は相対的に少なくなり，ホスト社会の人々との交流
やコミュニティへの参加，ホスト社会への適応・統合は低下しているとの指摘もなされて
いる（李・李，2018）が，母語メディアはホスト社会への適応を阻害するのではなく，ホ
スト社会の情報や資源へのアクセスを容易にするチャンネルとして機能していると主張す
る研究もある。例えば，Dalisay（2012）は，アメリカへ移住した人々の母語メディアの
利用が，アメリカの政治に関する知識を高めることを見出している。

母国メディアの利用とその影響に関する研究ほど多くはないが，ディアスポラのホスト
社会のメディア利用とその影響に関する研究もいくつか報告されている。アメリカのシリ
コンバレー地域の中国人移民を対象に「利用と満足」研究の視点からメディア利用と文化
変容を検討した Hwang & He（1999）は，移民たちが英語と中国語メディア利用から，
英語の習得や，ホスト社会の情報や知識に対するニーズの充足という効用を得ていたこと
を明らかにしている。しかし，中国語メディアの利用は，英語メディアの利用による文化
変容を阻害する側面もあった。Raman & Harwood（2016）の研究では，同じく，アメリ
カのシリコンバレーで働くインド人を対象にホスト社会メディアの利用を分析し，ホスト
社会メディアの利用が，アメリカにおけるホスト社会の政治への関与を高めることを確認
している。林（2004）は，日本に留学している日本語学習者にインタビューを行い，上級
日本語学習者が日本の情報番組やニュースを積極的に見ることで，ホスト社会への参加意
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識を高めていることを報告している。しかし，こうしたホストメディアの利用は，ホスト
社会への適応が進んいくにつれて弱まる可能性もある。

ソーシャルメディアの利用は，ディアスポラの人々にも重要な影響を与えている。2001
年から 2015 年の間に海外からオーストラリアに移住した人たちを対象にした調査報告

（Markus, 2016, Australians today: The Australia@2015 Scanlon Foundation Survey）に
よると，調査時点から過去 5 年間（2011 年〜 2015 年）にオーストラリアに移住した人た
ちの 7 割程度が毎日または週に数日，インターネットで母国のニュースを見たり（66%），
ソーシャルメディアなどを通じて母国の人々と連絡を取り合っていた（71%）。さらに，
移住者たちは強いエスニックアイデンティティを持つ一方で，オーストラリアへの帰属意
識は低く，このような意識が母国メディアの利用と関連している可能性があるとその報告
書は指摘している。

一方で，先ほどのシリコンバレーのインド人に関する Raman & Harwood（2016）の研
究では，ソーシャルメディアがホスト社会とエスニックコミュニティ両方とつながるため
の重要な機能を果たしていることが明らかにされている。Gomes, Berry, Alzougool & 
Chang（2014）も，オーストラリアに留学した学生たちを対象とした研究で，学生たちが
ソーシャルメディア上で国籍を超えたローカルな留学生のコミュニティを構築し，そこか
らホスト社会における「ホーム」のような場所感覚や，留学生活への大きなサポートを得
ていることを明らかにしている。

3．韓国人ディアスポラのメディア利用

前述した 2001 年から 2015 年の間にオーストラリアへ移住した人たちを対象とした調査
（Markus, 2016, Australians today: The Australia@2015 Scanlon Foundation Survey）で，
オーストラリアでの生活に「満足している」と答えた韓国出身者は 6 割程度と調査対象国
の中では相対的に少なかった。また，「オーストラリアへの帰属意識をどの程度感じてい
るか」，「自分はオーストラリア人だと思う」，「自分はオーストラリア社会の一員であると
思う」，「オーストラリアについて話すとき，私は通常「彼ら」ではなく「我々」と言う」
などの 9 項目で構成した「オーストラリア・アイデンティティ尺度」で低得点者の割合が
最も高かったのは韓国（90.9％）で，ニュージーランド（55.8％），マレーシア（50.0％），
ベトナム（43.3％），イギリス（42.4％）と大きな開きがあった。同報告書では，国別の母
国メディアやソーシャルメディアの利用状況は示していないが，韓国出身者の母国メディ
ア利用が多いことが，このような状況をもたらした一因である可能性がある。

母国メディア利用とエスニックアイデンティティの構築に関連して，Oh（2012）は，
若年層の韓国系アメリカ人 2 世のメディア利用を検討している。この研究では，韓国系ア
メリカ人 2 世が，母国メディアを文化的資源として利用し，支配的な文化のまなざしから
自らを切り離し独自のアイデンティティを構築するために，「エスニック集団間の境界」
を作りつつ，韓国の大衆文化を知らず，好まない同年代の韓国系アメリカ人 2 世の人々を

「表面は黄色いが中は白い」お菓子に軽蔑的に喩え，真の韓国系アメリカ人とそうでない
ものを区別するための「エスニックな集団内の境界」を構築していることを指摘してい
る。

同様に，Yoon（2020）は，バンクーバー在住の若年層韓国系カナダ人へのインタビュー
をもとに，家庭で韓国のメディアや大衆文化に触れていた彼らが，次第に自ら韓流のコン
テンツに接触するオーディエンスになり，ときおり批判的になりながらも韓流というトラ
ンスナショナルに流通する母国の大衆文化消費を通じて，自らのアイデンティティを交渉
するようになるプロセスを描いている。
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筆者らが行ったブエノスアイレスの韓国人ディアスポラに対するインタビュ研究（Lee 
& Lee, 2021）でも，若い世代の韓国人アイデンティティの再生産と再構築に，母国メディ
アが重要な役割を果たしたことが示されている。南米でも起きている「韓流」ブームは，
ブエノスアイレスにいる若い世代の韓国系ディアスポラの母国メディアへの関心を高めた
のと同時に，韓国人としてのアイデンティティを強めていた。

カナダ在住の韓国人の母親たちを対象とした筆者らのインタビュー研究（Lee & Lee, 
2017）では，「教育移民」でカナダに移住したり，長期滞在している彼女たちが，「物理
的」，「地理的」にはカナダに住んでいながらも，「文化的」，「象徴的」には韓国に留まっ
ている様子が描かれている。母国メディアが，韓国人としてのアイデンティティや「韓国
人らしさ」（Koreaness）を強化する場として機能している中で，近年の韓流ブームは，
自国文化への誇り，韓国人としてのアイデンティティをさらに強固なものにすると同時
に，ディアスポラの「韓国性」を鑑別する試験紙としても作用していることが示された。

同様に，Lee（2020）は，アメリカ在住の韓国人ディアスポラのメディア実践を検討し，
韓国人移住者は，いわゆる「コードカッティング」（cord cutting），すなわち，ケーブル
テレビや衛生放送を解約し，インターネットによる動画視聴に移行するメディア環境の再
構築を通じて，ディアスポラとしての生活空間に，「物質的，感情的，関係的なホームを
作っている」（p.15）ことを示した。

韓国人ディアスポラのホスト社会メディアの利用とその影響に関する研究は多くない
が，いくつか報告されている。筆者らがカナダ在住の韓国人ディアスポラを対象に行なっ
たインタビュー研究では，インフォーマントの一人が，地元の新聞を定期的に読むこと
で，ホスト社会とつながっている感覚が得られ，ホスト社会での充実感が高まったことを
話していたが，このような経験は，ホスト社会メディアの利用が，異文化適応や心理的
ウェルビーイングにつながっている可能性を示唆しているものといえよう（Lee & Lee, 
2017）。また，カナダ在住の日本人と韓国人を対象に行ったインタビュー研究（李，2016）
では，カナダのローカルテレビ放送を視聴する人は，娯楽番組よりもニュース番組を視聴
する傾向があり，ニュース利用でよく見られる「環境監視」の動機よりも「英語学習」の
動機を挙げる傾向があったことが報告されている。

また，Yoon（2017）は，カナダ在住の韓国人ディアスポラへのインタビューから，彼
らがインターネットを活用し，母国，ディアスポラコミュニティ，ホスト社会とどのよう
に社会文化的な関係を維持しているのかを検討している。インタビューの結果，インター
ネットは主に韓国人コミュニティとの関係において利用されており，ホスト社会に積極的
に参加するためのプラットフォームとしては機能されていないことがわかった。

在日韓国人のメディア利用に関する研究は少ないが，洪（2020）が島根県在住の外国人
を対象に行ったインタビュー調査で，いくつかの内容を確認することができる。韓国系住
民 2 人は，母国と日本のメディア利用状況がそれぞれ 7 対 3，9 対 1 で韓国メディアの利
用が多いとし，「両国のニュースをバランス良く見たり聞いたりしようと思っているが，
よくできない」（p.65），「日本のメディアは慣れてないし，目的の情報を得るためには時
間がかかる」（p.65）と，ホスト社会メディアへのアクセスの難しさを感じていることが
浮き彫りになった。他の外国人住民のインタビューも踏まえ，洪（2020）は，アクセスし
やすい母国メディアは，移住の初期段階では安心感を与えるが，長期的・持続的なメディ
ア利用は，ホスト社会との関わり方にネガティブな影響を与えかねないと指摘する。

このことは，ディアスポラのメディア利用の影響に関して以前から仮定されてきたこと
である。ディアスポラのメディア利用と異文化適応，心理的ウェルビーイング，アイデン
ティティとの関係に関する定量的な分析も行われているが，これらの研究はメディア環境
の変化とともに異なる知見を生み出している。
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シカゴ地域の韓国人移民 400 人を対象とした Kim（1978）による初期の研究では，エ
スニックメディアの利用は年々急速に減少する一方，ホスト社会メディアの利用は着実に
増加していることが確認された。このことは，移民の文化的関心の変化の過程が，メディ
ア行動からも推測できることを示唆していることであると Kim（1978）は述べる。ホス
ト社会における対人コミュニケーションやマスメディア利用は，ホスト社会に対するより
複雑な認知やより好意的な態度と関連していた。一方，エスニックメディアの利用は，ホ
スト社会に対する認知の複雑さやホスト社会に対する好意的な態度と負の関係があり，エ
スニックメディアの利用がホスト社会という異文化への心理・社会文化的適応を阻害する
ことが示唆された。

しかし，Park, Song, & Lee（2014）のアメリカの韓国人と中国人留学生を対象とした
研究では，対人メディア利用の影響を統制すると，エスニック・マスメディアとホスト社
会のマスメディア利用のいずれも，異文化適応ストレスや心理的ウェルビーイングと有意
な関連が見られなかった。前述のような初期の研究では，ホスト社会メディアは文化変容
を促進し，エスニックメディアは文化変容を妨げるとされていたが，これらのホスト社会
メディアやエスニックメディアの文化変容に対する影響は，対人メディアには適用できる
が，マスメディアには適用できないことが確認された。Park, Song, & Lee（2014）は，
マスメディアの利用と異文化適応ストレスや心理的ウェルビーイングとの間に関連性がな
いのは，近年の若年層が必ずしもテレビや新聞などの伝統的なマスメディアから情報や娯
楽を求めていないことがその背景にあると指摘する。

アメリカの韓国人移民を文化変容の観点から類型化した Lee, Sobal & Frongillo（2003）
は，1）言語やメディア利用，2）社会参加やネットワーク，3）アイデンティティなどに
基づいたクラスター分析から，「同化」（assimilated），「統合」（integrated），「分離」

（segregated）という 3 つの異なる文化変容グループを見出し，いくつかの特徴を比較し
ている。まず，メディア利用の面では，「同化」グループ（82.5%），「統合」グループ

（75.5%）の 8 割前後がホスト社会のマスメディアを利用していたが，「分離」グループ
（47.7％）は 5 割程度にとどまっていた。これとは逆に，「分離」グループ（41.2%），「統
合」グループ（27.8%）の 3 割から 4 割程度が韓国のマスメディアを利用していたのに対
し，「同化」グループ（1.2%）はほとんど利用していなかった。社会参加や社会ネット
ワークの面では，「統合」グループが特徴的な結果を示している。韓国系の宗教的グルー
プへの参加（88.1%），余暇に関連するアメリカ人（71.3%）および韓国人（71.3%）団体へ
の参加，韓国人の友人が 10 人以上いる割合（78.4%）などが，他のグループより高かった
のである。アイデンティティの面では，アメリカ人としてのアイデンティティを持つ人
は，「同化」グループ（52.6%）が最も多く，「分離」（1.2%）と「統合」（5.9%）グループ
はごくわずかであった。韓国人としてのアイデンティティを持つ人は「分離」（87.8%），

「統合」（80.2%）グループで 8 割を超え，「同化」グループ（31.3%）では 3 割を占めてい
た。

総じて，早い時期に米国に移住した 1.5 世とアメリカで生まれた 2 世から成る「同化」
グループは，アメリカ社会に最も適応している一方で，韓国人コミュニティやネットワー
クにも参加していた。「分離」グループは，韓国コミュニティとの関係性が最も強かった
が，アメリカのマスメディアもかなり利用していた。その中間に位置する「統合」グルー
プも，韓国の社会的ネットワークや活動への参加も維持しつつ，アメリカの社会的ネット
ワークや活動にも参加していることが示された。これらの結果から，Lee, Sobal & 
Frongillo（2003）は，現地の生活に早く適応するために必要となる現地の言葉の習得や
ホスト社会のマスメディア利用はどのグループにおいても増えるが，アイデンティティな
どの態度領域では，エスニシティを維持することができるため，メディア利用とアイデン
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ティティの間にはあまり関係が見られないと考察している。
しかし，近年におけるメディア環境の変化は，母国メディアへのアクセスを格段に容易

くしており，ディアスポラとしてのアイデンティティのあり方は，ホスト社会メディアや
母国メディアの利用に影響を与える可能性が高くなっている。また，ディアスポラによる
自律的な生活圏が形成されていくにつれて，現地語の習得やホスト社会メディアの必要性
も低下していく可能性がある。このような点に留意しながら，次節では，ディアスポラの
メディア利用について，ディアスポラの「社会的調整」と「社会的アイデンティティモデ
ル」の視点から検討する。

4．�ディアスポラのメディア利用：「社会的調整」，「社会的アイデンティ
ティモデル」，「被他者化」の観点から

ディアスポラの「社会的調整」のプロセス
ディアスポラの適応の問題は，移民に対する行政管理的視点から，ホスト社会への同化

や吸収として長らく考えられてきた（李，2016）。しかし，この問題は，ディアスポラの
人々が，ホスト社会の要求を受け入れ，ただそれに従うのではなく，利用可能な資源を選
択的に活用して自身の日常生活を構築していく「調整」のプロセス（例えば，Takeuchi, 
Yun, & Russell, 2002; Elias & Lemish, 2008）として捉え直すことができる。「社会的調整」

（social adjustment）は「社会的現実や状況，社会的関係に効果的かつ合理的に反応する
個人の能力」（Daulay & Rahmawati, 2016, November, p.296）として定義される。エス
ニックメディアなどの母語メディアについても，ホスト社会への「同化」を促進する機能
に焦点が当てられてきたが，Johnson（2010）が指摘する「多元的共存」の促進機能など
は，このような社会的調整の視点を取り入れたものであるといえる。

このような視点は，Elias & Lemish（2008）が示したディアスポラの「外的統合」と
「内的統合」のプロセスにもよく表れている。Elias & Lemish（2008）によると，外的統
合とは，ディアスポラの人々が新しい環境であるホスト社会に適応する際に経験するプロ
セスであり，内的統合とは，ディアスポラの家族やコミュニティが異国の地で母国の文化
的価値を共有していくプロセスである。イスラエルとドイツのロシア系の移民を対象にし
た彼らの研究では，ディアスポラが，ホスト社会での様々な心理的ニーズや社会文化的適
応を意識しながら，言語，文化，社会的ネットワークなどの資源を活用し，また，目的志
向的なメディア利用を行っている過程が示されている。つまり，ディアスポラの人々は，
ホスト社会への移住や適応において多元的なニーズを持っており，母国メディア，ホスト
社会メディア，エスニックメディア，グローバルメディアなどのメディアをダイナミック
に駆使して，これらのニーズを満たそうとしているというのである。

Chen（2010）は，シンガポールに住む中国本土からの移民のインターネット利用パター
ンとホスト社会への適応過程を検討している。多くの中国系ディアスポラが，シンガポー
ルでの滞在状況に応じて，インターネット利用の嗜好を変化させる傾向があることを明ら
かにしている。具体的には，シンガポールでの滞在期間が長いほど，母国のウェブサイト
を閲覧しない傾向があり，インターネットを通じて現地の人とコミュニケーションを取る
ことが多くなる傾向があった。このようなホスト社会での社会的コミュニケーションは，
中国系ディアスポラのホスト社会への適応プロセスに影響を与えている重要な要因である
が，移住の初期段階においては，現地にいる中国人とのエスニックコミュニケーションが
その役割を担っていることも示されている。
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ディアスポラの「社会的アイデンティティモデル」
前述したように，本論文では，ディアスポラとしての社会的アイデンティティのあり方

が，ディアスポラのメディア利用行動と関連している可能性に注目する。「社会的アイデ
ンティティ理論」とは，個人が内集団と外集団をどのように認識し，その認識に基づいて
集団間関係をどのように想定するかを説明する理論で，内集団贔屓傾向や外集団のステレ
オタイプ化などの現象が指摘されている（Brown, 2000）。このような観点から，李・李

（2023）では，ディアスポラの人々の「ナショナルアイデンティティ」と「ディアスポラ
アイデンティティ」に基づく「ディアスポラの社会的アイデンティティモデル」を提案し
ている。表 1 は，このモデルで想定している「包含」，「分離」，「ボーダー」タイプの特徴
をまとめたものである。各タイプの定義は，表 1 の「アイデンティティの状態」に記載の
とおりである。

まず「包含」タイプのディアスポラは，母国メディアの利用が多く，ホスト社会メディ
アの利用が少ない傾向がある。母国の人々は「内集団」として認識されるため，「◯◯人」
という同類認識や自尊心の向上に資するメディアコンテンツに接触しやすく，そのような
コンテンツの利用は，満足度や幸福度の向上につながっていると考えられる。一方，「分
離」タイプのディアスポラは，母国のメディアよりもホスト社会のメディアを利用する傾

●表1　ディアスポラの社会的アイデンティティモデル

タイプ モデル アイデンティティの
状態 例 母国との

関係性
包含

ナショナルアイデンティティ

ディアスポラ
アイデンティティ

NI が支配的で，DI
は NI の中に部分的，
付随的に包含されて
いる状態

「私はいま母国を
離れて暮らしてい
るけれども，母国
にいる人々と同じ
〇〇人である。」

母国の人々
を内集団と
して認識

分離

ナショナル
アイデンティティ

ディアスポラ
アイデンティティ

NI から DI が分離・
除外されている状態

「私は〇〇人だけ
れども，母国を離
れて暮らしていて
母国にいる人々と
はいろいろな側面
で違う。」

母国の人々
を外集団と
して認識

ボーダー

ナショナル
アイデンティティ

ディアスポラ
アイデンティティ

「包含」と「分離」
の中間に位置

状況によって「包
含」と「分離」の
アイデンティティ
意識の間を揺れ動
いている状態

母国の人々
に対する内
集団・外集
団の認識は
不安定

注：NI：ナショナルアイデンティティ，DI：ディアスポラアイデンティティ
　　�李（2016）のインタビュー調査の知見を踏まえて Lee（2020，November）で報告を行い，李・李（2023）

でモデルの詳細を記述している。 FT&
igure

able

FT&
igure

able
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向が強いと考えられる。母国の人々は「外集団」として認識されるため，母国メディア
は，ディアスポラと母国の人々との差異を再認識したり，母国が抱える様々な問題から
ディアスポラとしての自身の状況の優位性を確認するために使われやすく，母国の発展や
成功は，相対的な剥奪感や不快感，敗北感につながる可能性がある。メディアの利用がよ
り固定的で選択的である「包含」タイプや「分離」タイプに比べ，「ボーダー」タイプの
ディアスポラは，母国とホスト社会のメディア利用が流動的である。また，境界的で不安
定な社会的アイデンティティによって，母国の人々に対する認識も「内集団」と「外集
団」の間で揺れ動くことになると予想される。したがって，その集団認識の状況によって
同じメディアコンテンツへの接触が，幸福感につながったり，不快感につながったりする
可能性があり，場合によっては，他のタイプより多くの認知的不協和を経験する可能性が
ある。

ホスト社会メディアによる「被他者化」の認識
ディアスポラの人々が，ホスト社会のメディアにおける母国の表象についてどのように

認識しているかを分析した研究はあまり見当たらないが，岩渕（2011）は，メディアが描
く「国民」という「想像の共同体」が同時に「排除・周縁化」（p.7）を伴うことを指摘す
る。また，エスニックマイノリティの存在を無視し，ステレオタイプ化し，さらに社会問
題として扱うホスト社会の主流メディアに対し，多くのエスニックマイノリティが不満を
抱いており，日本のマスメディアは，こうした人々の声や関心に十分な関心を払ってこな
かったと批判する。日本在住外国人のテレビ視聴に関するインタビューから，日本のテレ
ビが「外国人報道」などにおいてネガティブなイメージを繰り返し伝え，自分たちの声が
ほとんど反映されないことへの強い不満が語られていたことを紹介している（岩渕，
2011）。

Johnson（2010）は，このようなホスト社会メディアに対するエスニックマイノリティ
の認識が，ディアスポラをホストメディアから離れ，エスニックメディアに向かわせる理
由になりうることを指摘している。Johnson（2010）は，ホスト社会における多元的共存
を促進するためのエスニックメディアの機能として，文化遺産やアイデンティティ，言語
の維持，民族的自尊心の強化，政治的・社会的エンパワーメントに加え，ホスト社会メ
ディアが描くネガティブなステレオタイプから逃れられる「安心できる場所」の提供を挙
げている。ディアスポラがエスニックメディアを利用する動機の一つは，ホスト社会のメ
ディアに対する「不満」であり，ホスト社会で敵対的に描写され，認識されていると感じ
るほど，エスニックメディアを利用する可能性が高くなると推論するのである。

ホスト社会のメディアが，母国や自分のエスニシティを否定的に描写し，「他者化」し
ていると認識するほど，「安心できる場所」の一つとして母国メディアへ接近する可能性
が高まると考えられる。さらに，こうしたメディア利用傾向の帰結として，ディアスポラ
のホスト社会との断絶がより深まる可能性がある（李・李・杜，2022）。

5．研究課題と調査方法

研究課題と仮説
本研究では，在日韓国人の母国とホスト社会メディアの利用状況，およびそれらの利用

と関連する要因について検討を行う。ホスト社会への適応状況を示す変数として，滞在
歴，日常における韓国語の使用率，対面およびオンラインにおける韓国人との交流率を取
り上げ，これらの変数が各メディアの利用とどのような関連があるかを検討する。
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研究課題 1　�在日韓国人は，日本のメディア，韓国のメディアおよびエスニックメディ
アをどれくらい利用しているのか。

研究課題 2　�在日韓国人の滞在期間と，日本および韓国メディアの利用度との間にはど
のような関連があるのか。

仮　説　 1　�日常生活における在日韓国人の韓国語使用率，韓国人との交流率が高いほ
ど，日本メディアの利用度は低くなり，韓国メディアの利用度は高くなる。

さらに，在日韓国人のディアスポラとしての社会的アイデンティとホスト社会メディア
による「被他者化」の認識がメディア利用とどのような関連があるかを検討するため，以
下の研究課題を設定した。本研究では，「被他者化」の認識として，在日韓国人が日本の
メディアから受ける「否定的ステレオタイプ化」認識を検討し，その認識が強いほど，ホ
スト社会のメディア利用が低くなり，母国メディアの利用度は高くなると仮定する。

研究課題 3　�在日韓国人のディアスポラとしての社会的アイデンティティのタイプと，
滞在歴，韓国語使用率，韓国人との交流率，日本での生活満足度，ナショ
ナルアイデンティティとの間にはどのような関連があるのか。

仮　説　 2　�在日韓国人の日本メディアにおける「否定的ステレオタイプ化」の認識が
強いほど，日本メディアの利用度は低くなり，韓国メディアの利用度は高
くなる。

調査方法
調査は，在日韓国人 Facebook グループ，筆者らの個人的なネットワークで社会人のコ

ミュニティに Web 調査への協力を依頼し，回答を収集した。したがって，在日韓国人と

●表2　調査の概要と対象者のデモグラフィック属性
調査期間 2022 年 3 月 15 日〜 3 月 18 日

方法 日本在住の韓国人 Facebook グループなどのコ
ミュニティに Web 調査への協力を依頼

回答数 n=315（男性：169　女性：143　回答しない：3）

年齢

M=34.98　SD=9.45
・20 代：32.2%
・30 代：40.8%
・40 代：18.0%
・50 代：  8.4%
・60 代：  0.6%

学歴
・大学在学・卒業：69.8%
・大学院在学・修了：22.9%
・高校卒業：4.4%
・その他：2.9%

滞在歴 M=9 年 7 ヶ月　SD=88.74 月

在留資格

・就労：48.3%
・永住：21.3%
・留学・研修：15.9%
・配偶者・家族滞在：13.6%
・短期滞在：0.6%
・その他：0.3% FT&

igure

able

FT&
igure

able
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いう母集団全体への一般化には限界がある。調査票は日本語で作成した後，韓国語に翻訳
して用いた。調査概要は表 2 の通りである。調査は，2022 年 3 月 15 日から 3 月 18 日ま
での 4 日間に渡って実施された。有効回答数は 315 名（男性 169 名，女性 143 名，回答し
ない：3 名），回答者の平均年齢は 34.98 歳（SD=9.45）である。学歴分布は，大学在学・
卒業（69.8%）が最も多く，大学院在学・修了（22.9%）などであった。在留資格は就労

（48.3%）が最も多く，永住（21.3%），留学・研修（15.9%）などであった。日本での平均
滞在歴は 9 年 7 ヶ月（SD=88.74 月）である。本稿の分析に用いた変数と具体的な尺度項
目は表 3 のとおりである。

6．分析結果

各メディア利用の状況
まず，在日韓国人のメディア利用状況を，ホスト社会メディア，ネット系メディア，母

国メディアおよびエスニックメディアに分けて検討した（研究課題 1）。中点より高い回
答を合わせると，日本のメディアは，「テレビニュース」（45.7%）が最も利用率が高く，

「新聞報道」（30.4%），「映画」（35.5%），「バラエティ番組」（30.8%），「ドラマ」（30.1%）
の利用率は 3 割前後で，調査の対象となった在日韓国人は，日本の報道メディアにも比較
的に多く接していることがわかった（図 1）。

ネット系メディアは「YouTube」（92.3%）の利用率が最も高かった。また，それぞれ
韓国と日本の代表的チャットアプリ−である「Kakao Talk」（85.8%）と「LINE」（85.5%），

●表3　測定変数と尺度
変数 尺度

ホスト社会への適応
・滞在歴
・日常における韓国語の使用率
・対面で交流する韓国人の比率
・�オンラインで交流する韓国人

の比率
・日本での生活満足度

日本滞在期間を月数で記入してもらった。
0（日本語 100%）から 10（韓国語 100%）まで，10% 刻みで測定した。
0（日本人 100%）から 10（韓国人 100%）まで，10% 刻みで測定した。
0（日本人 100%）から 10（韓国人 100%）まで，10% 刻みで測定した。

「あなたは日本での生活にどれくらい満足していますか」という質問に対し
て，「全く満足していない」から「非常に満足している」までの 7 件法で測
定した。

メディア利用度
・ホスト社会メディアの利用度

・ネット系メディアの利用度
・母国メディアの利用度
・エスニックメディアの利用度

図 1 の 10 項目。0（全く利用していない）から 5（非常によく利用する）ま
での 6 件法で測定した。
図 2 の 10 項目。上記の 6 件法で測定した。
図 3 の 11 項目。上記の 6 件法で測定した。
図 4 の 5 項目。上記の 6 件法で測定した。

ホスト社会メディアへの評価
・�日本のマスメディアにおける
「韓国の取り上げられ方」の
非友好度評価

・�日本のマスメディアにおける
韓国のイメージ

表 8 の 9 項目。「全く友好的でない」，「あまり有効的でない」，「どちらでも
ない」，「やや友好的である」，「非常に友好的である」の 5 件法で測定し，逆
転項目を用いた。得点が高いほど，ネガティブな評価を示す。
表 9 の 22 の形容詞対を用いた 7 件法の SD 尺度で測定した。得点が高いほ
ど，ネガティブなイメージである。

アイデンティティ
・韓国優越・愛着意識

・�韓国人ディアスポラとしての
アイデンティティ

「韓国は他のどの国より優れている」，「韓国に愛着を持っている」，「韓国が
好きだ」，「韓国人ということに自負心を感じる」，「韓国の文化は他のどの文
化よりも優れている」の 5 項目の合計点（α=.869）。各項目に対して「全く
当てはまらない」，「あまり当てはまらない」，「どちらでもない」，「やや当て
はまる」，「非常に当てはまる」の 5 件法で測定した。
表 6 の 10 項目の合計点（α=.794）。「全く当てはまらない」，「あまり当ては
まらない」，「どちらでもない」，「やや当てはまる」，「非常に当てはまる」の
5 件法で測定した。FT&
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「Naver や DAUM などの韓国の検索サイト」（71.7%），「Yahoo! Japan や Google などの検
索サイト」（66.9%）の利用も多く，日本と韓国両方のネット系メディアを頻繁に利用して
いることがわかった。「Netflix」や「Hulu」などのオンデマンドビデオサービスを利用し
ている回答者も 70.5% を占めていた（図 2）。

韓国のエンターテインメントは「映画」（71.1%），「ドラマ」（59.4%），「バラエティ番
組」（50.5%）の順で利用率が高く，報道メディアは韓国の「テレビニュース」（54%），

「新聞報道」（42.5%）が 5 割前後と，母国のエンターテインメントやニュース報道がかな
り利用されている状況が明らかにされた（図 3）。近年の韓流コンテンツの豊富さ，韓国
メディアへのアクセスのしやすさがその背景になっていると考えられる。

図1　日本メディアの利用状況（n=315）
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エスニックメディアに関しては，「在日韓国人向けの SNS グループやネット掲示板」が
半数近くの回答者（45.7%）に利用されている一方で，「在日韓国人向けの Kakao Talk グ
ループ」（15.2%），「在日韓国人向けのウェブサイト」（12.1%）の利用は少なく，「在日韓
国人向けの新聞」（3.1%），「在日韓国人向けの雑誌」（1.3%）はごく一部の回答者しか利用
していなかった（図 4）。

メディア利用と滞在歴，韓国語使用率，韓国人交流率との関連
それでは，在日韓国人のメディア利用には，どのような要因が関係しているのであろう

か。表 4 は，在日韓国人のメディア利用度とホスト社会への適応関連変数（日本での滞在
歴，韓国語使用率，韓国人との交流率）との相関を分析した結果である。相関係数は全体
的に低いものの，概ねディアスポラのメディアの利用は，日本での滞在歴，日常における
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図3　母国メディアの利用状況（n=315）
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韓国語使用率，韓国人交流率と関連している傾向が確認された。
まず，滞在期間との関連（研究課題 2）においては，相関は低いものの，滞在期間が長

いほど，日本の映画（r=－.202）やドラマ（r=－.169），J-POP の楽曲や MV（r=－.299），漫
画（r=－.237），アニメ（r=－.266），ゲーム（r=－.177）などのエンターテインメントを利用
しない傾向が見られ，日本の書籍のみ，利用度が高くなる傾向にあった（r=.179）。日本
のテレビニュースと新聞報道との間には有意な相関が見られなかった。一方，韓国メディ
アについては，滞在期間が長いほど，ウェブドゥーン（r=－.267）やゲーム（r=－.208）は
利用しないが，韓国のドラマは（r=.128）はよく見る傾向があった。ただ，これらの相関
は，滞在期間と相関が高い年齢の影響であると思われたため，年齢の影響を統制した偏相
関分析を行った結果，予想通り，日本の映画（r=-.116，p<.05），日本のドラマ（r=-.148，
p<.05），日本のアニメ（r=-.122，p<.05）以外のすべては有意な相関ではなかった。

ネット系メディアでは，やはり相関は低いが，滞在期間が長いほど Instagram の利用
度が低かった（r=-.287）のに対し，Yahoo! Japan や Google の検索サイト利用度は高くな
る（r=.143）傾向が見られた。具体的な利用状況は聞いていないが，滞在期間が長いほど，

●表4　メディア利用度，滞在歴，韓国語使用率，韓国人の友人・知人率（対面・オンライン交流）の相関係数

滞在歴 韓国語の 
使用率

韓国人の 
友知人率 
（対面）

韓国人の 
友知人率 

（オンライン）
日本メディア

日本のテレビニュース  .079  .009 -.112＊ -.153 ＊＊

日本の新聞報道  .009  .009 -.121＊ -.208 ＊＊

日本の漫画 -.237 ＊＊ -.124 ＊ -.154 ＊＊ -.152 ＊＊

日本のアニメ -.266 ＊＊ -.084 -.066 -.096
日本の書籍  .179＊＊ -.162 ＊＊ -.207 ＊＊ -.142 ＊

J-POP の楽曲や MV -.299＊＊ -.157 ＊＊ -.144 ＊ -.147 ＊＊

日本の映画 -.202 ＊＊ -.058 -.092 -.281＊＊

日本のドラマ -.169 ＊＊ -.004 -.062 -.235＊＊

日本のバラエティ番組 -.059 -.067 -.126＊ -.169 ＊＊

日本のゲーム -.177 ＊＊ -.094 -.135＊ -.110
ネット系メディア

KakaoTalk -.110  .116＊  .117 ＊  .101
LINE -.054 -.191＊＊ -.282 ＊＊ -.180 ＊＊

Twitter -.109 -.131＊ -.136 ＊ -.121 ＊

Instagram -.287 ＊＊ -.048 -.010 -.046
YouTube -.146＊ -.049 -.046  .010

Yahoo! Japan や Google の検索サイト  .143＊ -.039 -.092 -.070
Netflix や Hulu などのオンデマンドビデオサービス -.044 -.008 -.013 -.118＊

韓国メディア
韓国のテレビニュース  .010  .117＊  .084 -.017

韓国の新聞報道 -.027  .119＊  .038  .055
韓国のウェブトゥーン -.267＊＊ -.069 -.115＊  .001

韓国の書籍  .018  .087  .149＊＊  .023
K-POP や韓国の歌謡曲および MV -.098  .019  .125＊  .092

韓国のドラマ  .128＊  .091  .070  .011
韓国のバラエティ番組 -.089  .115＊  .172 ＊＊  .100

韓国のゲーム -.208＊＊ -.004  .029 -.019
エスニックメディア

在日韓国人向けの新聞  .060  .024 -.005 -.114＊

在日韓国人向けの SNS グループやネット掲示板  .052  .175＊＊  .098  .138＊

*p<.05　**p<.01
注：有意な相関のある項目のみ示した。 FT&
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ホスト社会での個人的交流よりもホスト社会の情報に対するニーズが高い可能性が考えら
れる。滞在期間とエスニックメディア利用との関連はいずれも有意ではなかった。

総じて，日本に長く滞在するほど，在日韓国人は日本のエンターテインメントを利用せ
ず，韓国ドラマを見る傾向があり，オンラインでは日本での個人的交流よりも日本社会に
関連する情報を求める傾向があることが浮き彫りになった。

次は，在日韓国人の韓国語使用率と韓国人交流率（対面とオンライン）と日本のメディ
ア利用との関連（仮説 1）についてみてみよう。滞在期間同様やはり相関係数は小さいが，
日常生活で韓国語を使うほど，J-POP の楽曲や MV，（r=-.157），漫画（r=-.124），書籍

（r=-.162），LINE（r=-.191）や Twitter（r=-.131）を利用しない傾向があった。また，対
面での韓国人の友人・知人との交流が多いほど，日本のテレビニュース（r=-.112），日本
の新聞報道（r=-.121），日本のバラエティ番組（r=-.126），J-POP の楽曲や MV（r=-.144），
日本の漫画（r=-.154），日本の書籍（r=-.207），LINE（r=-.282）や Twitter（r=-.136）
を利用しない傾向が見られた。オンラインにおける韓国人の友人・知人上の交流も，概ね
同様の関連性を持っていた。

一方，韓国メディアについては，日常生活で韓国語を使うほど，韓国のテレビニュース
（r=.117）やバラエティ番組を見たり（r=.115），新聞報道を読む（r=.119）傾向があった。
また，韓国人の友人・知人と対面での交流が多いほど，Kakao Talk（r=.117）を利用し，
韓国の書籍（r=.149），K-POP や韓国の歌謡曲および MV（r=.125），韓国のバラエティ番
組（r=.172）に接している傾向が示された。ただ，いずれも相関係数は低かった。

全体として，仮説 1 は概ね支持された。すなわち，韓国語の日常的な使用や韓国人との
交流が多いほど，日本メディアの利用度は低く，韓国メディアの利用度は高くなる傾向が
あった。

在日韓国人の社会的アイデンティティとメディア利用の関連
ここでは，ディアスポラとしての在日韓国人の「社会的アイデンティティ」と各メディ

アの利用パターンとの関係を検討する（研究課題 3）。個別メディアの利用状況をいくつ
かのメディアの利用パターンにまとめるために，まず因子分析（主因子法，プロマックス
回転）を行った。その結果，以下の 6 因子が適切であると判断した（表 5）。

第 1 因子には，「日本のドラマ」，「日本のバラエティ番組」，「日本の映画」，「日本のテ
レビニュース」などが高い因子負荷量を見せたため，「日本のエンターテインメントと
ニュース」と解釈した。第 2 因子には，「韓国のドラマ」，「韓国の映画」，「韓国のバラエ
ティ番組」，「K-POP や韓国の歌謡曲および MV」，「韓国のテレビニュース」などの因子
負荷量が高かったため，「韓国のエンターテインメントとニュース」と名付けた。第 3 因
子には，「韓国の漫画」，「韓国のアニメ」，「日本の漫画」，「日本のアニメ」，「韓国のゲー
ム」などが因子負荷量の高い項目として含まれたため，「日韓のサブカルチャー系」とし
た。第 4 因子には，「YouTube」，「Instagram」，「Naver や DAUM などの検索サイト」，

「Twitter」，「Yahoo! Japan や Google の検索サイト」，「KakaoTalk」，「LINE」，「Netflix
や Hulu などのオンデマンドビデオサービス」などの因子負荷量が高かったため，「日韓
ネット系」と命名した。第 5 因子には，「在日韓国人向けの雑誌」，「在日韓国人向けの新
聞」，「在日韓国人向けのウェブサイト」，「在日韓国人向けの Kakao Talk グループ」，「在
日韓国人向けの SNS グループやネット掲示板」の因子負荷量が高く，在日韓国人向けの

「エスニックメディア系」と命名した。第 6 因子には，「日本の新聞報道」，「韓国の新聞報
道」，「日本の書籍」，「韓国の書籍」が高い因子負荷量でかかっていたため，「日韓活字系」
とした。

この結果から，李・李（2023）でも示したように，予想どおり，「ホスト社会メディア」，
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「母国メディア」，「ネット系メディア」がそれぞれまとまって利用されている傾向がまず
確認できた。「サブカルチャー系」メディアと「活字系」メディアは，日本のものか韓国
のものかを問わず，一緒に利用される傾向があることも興味深い。以後の分析には，以上
の因子分析で得られた因子得点を用いた。

表 6 は，在日韓国人のディアスポラとしての社会的アイデンティティを測定するために
用いた各項目の集計結果である。全体的に，本国にいる韓国人との考え方やライフスタイ
ル，日本観の違いに関する項目などにおいて平均値が高くなっている。具体的には，「本
国にいる韓国人の日本観と日本に住んでいる私の日本観は違うと思う」（M=4.18），「本国
にいる韓国人と在日韓国人は，同じ韓国人でもやはり考え方が違うと思う」（M=3.97），

「日本での生活が長くなるにつれて，自分の行動や考え方が日本人に似てきたと思うこと
がある」（M=3.86），「韓国から来た観光客の行動が理解できないことがある」（M=3.55），

「最近は韓国より日本のライフスタイルが自分に合っていると思うことがある」（M=3.40），

●表5　在日韓国人のメディアの利用に対する因子分析の結果
項目 F1 F2 F3 F4 F5 F6

日本のドラマ .829 .268 .001 -.069 -.023 -.019
日本のバラエティ番組 .766 .081 -.131 .017 .110 .064
日本の映画 .750 .136 .008 .028 .088 -.008
J-POP の楽曲や MV .545 -.012 .124 .171 .113 -.114
日本のテレビニュース .448 .012 -.138 -.058 -.001 .427
韓国のドラマ .228 .797 .032 -.070 -.147 .005
韓国の映画 .291 .689 .087 -.023 -.108 .075
韓国のバラエティ番組 .024 .580 .136 .123 .043 -.142
K-POP や韓国の歌謡曲および MV .102 .530 .131 .223 .020 -.136
韓国の動画サイト -.167 .326 .109 .099 .138 -.071
韓国のテレビニュース -.107 .274 -.003 .132 .093 .263
韓国の漫画 -.111 .261 .731 -.145 .048 .086
韓国のアニメ -.159 .337 .688 -.107 .076 .095
日本の漫画 .181 -.191 .671 .029 -.112 .118
日本のアニメ .325 -.042 .585 .006 -.135 -.023
韓国のゲーム -.072 .139 .559 .102 .044 -.071
韓国のウェブトゥーン -.067 .146 .468 .023 -.026 .018
日本のゲーム .286 -.248 .403 .150 .098 -.098
YouTube -.093 .056 .121 .613 -.108 -.037
Instagram .093 .132 .004 .514 -.004 -.183
Naver や DAUM などの検索サイト -.057 .336 -.143 .489 .050 .099
Twitter -.049 -.326 .284 .451 .010 .071
Yahoo! Japan や Google の検索サイト .100 -.070 -.169 .446 .042 .225
KakaoTalk -.104 .261 -.095 .439 .001 .104
LINE .237 .008 -.025 .424 -.080 .108
Facebook .051 .064 .033 .347 .074 .005
Netflix や Hulu などのオンデマンドビデオサービス .107 .206 .046 .305 -.145 .071
在日韓国人向けの雑誌 .115 -.024 .089 -.104 .774 -.018
在日韓国人向けの新聞 .093 -.045 .036 -.155 .699 .074
在日韓国人向けのウェブサイト .095 .011 -.120 .040 .600 -.037
在日韓国人向けの KakaoTalk グループ -.008 -.084 .001 .077 .400 .069
在日韓国人向けの SNS グループやネット掲示板 .061 .202 -.077 .184 .259 -.011
日本の新聞報道 .104 -.153 .015 -.002 -.050 .754
韓国の新聞報道 -.187 .102 .058 .130 .081 .605
日本の書籍（ジャンルは問わない） .128 -.190 .160 -.001 .059 .391
韓国の書籍（ジャンルは問わない） -.109 .235 .171 -.036 .029 .345

注：0（全く利用していない）から 5（非常によく利用する）までの 6 件法で測定した。 FT&
igure
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able
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などである。
一方で，「最近は韓国人より日本人と交流する時が落ち着く」（M=2.90），「日本に来て

間もない韓国人に会うと話が噛み合わないことがある」（M=2.91）といった韓国人との交
流に関する項目においては，中点の 3 点を下回り，あまりそういうことを感じていないこ
とが示された。「韓国より日本を生活の本拠地にしたいと思うことがある」（M=3.16）と
いう項目においては，中点をやや上回っている一方，「いっそのこと日本人に帰化しよう
かと思うことがある」は全項目の中で最も平均値が低く，国籍変更はあまり考慮されてい
ないことが明らかとなった（M=1.92）。

李・李（2023）では，これら 10 項目のアイデンティティ尺度得点を合計し（α=.794，
M=32.16，SD=6.68），分布状況を考慮しながら，合計点の高さを基準に，得点の低い「包
含」タイプ（n=102），中くらいの「ボーダー」タイプ（n=113），高得点群の「分離」タ
イプ（高群，n=100）の 3 つのグループに分け，上記の因子分析の結果得られたメディア
利用パターンとの関連性を検討した。

分析の結果，第 4 節で示した「ディアスポラの社会的アイデンティティモデル」の予想
を概ね支持する結果が得られた。「分離」タイプと「包含」タイプの比較においては，「分
離」タイプが「包含」タイプよりも，「日本のエンターテインメントとニュース」をより
多く利用し，「包含」タイプが「分離」タイプよりも「韓国のエンターテインメントと
ニュース」をより多く利用していた。また，有意傾向であったものの，「ボーダー」タイ
プは「包含」タイプより「日韓両国の新聞と書籍」をより多く利用する傾向があった。結

●表6　在日韓国人のディアスポラアイデンティティ
項目 M SD

本国にいる韓国人と在日韓国人は，同じ韓国人でもやはり考え方が違うと思う 3.97 0.98
本国にいる韓国人の日本観と日本に住んでいる私の日本観は違うと思う 4.18 0.86
日本に来て間もない韓国人に会うと話が噛み合わないことがある 2.91 1.21
韓国から来た観光客の行動が理解できないことがある 3.55 1.16
日本での生活が長くなるにつれて，自分の行動や考え方が日本人に似てきたと思うことがある 3.86 0.99
最近は韓国人より日本人と交流する時が落ち着く 2.90 1.25
最近は韓国より日本のライフスタイルが自分に合っていると思うことがある 3.40 1.11
最近は韓国より日本の食事が口に合っていると思うことがある 2.31 1.15
韓国より日本を生活の本拠地にしたいと思うことがある 3.16 1.24
いっそのこと日本人に帰化しようかと思うことがある 1.92 1.28

注：「全く当てはまらない」から「非常に当てはまる」までの 5 件法で測定した。

●表7　在日韓国人のディアスポラアイデンティティのタイプと滞在歴，韓国語使用率，韓国人との交流率

項目 包含タイプ
（a）

ボーダータイプ
（b）

分離タイプ
（c） F（df） 多重比較

（Bonferroni）
滞在期間（月数）
韓国語使用率
韓国人との交流率（対面）
韓国人との交流率（オンライン）
韓国優越・愛着意識
日本での生活満足度

93.04（81.58）
4.14（  2.74）
4.48（  2.92）
6.34（  2.42）

19.77（  3.77）
5.01（  1.29）

121.61（85.97）
3.58（  2.16）
3.89（  2.56）
6.09（  2.70）

18.88（  4.12）
5.38（  1.00）

128.65（95.38）
2.98（  2.45）
3.52（  2.83）
5.32（  2.65）

17.56（  4.05）
5.79（  0.99）

4.511（2,300）＊　　

5.621（2,312）＊＊　

3.100（2,312）＊　　

4.264（2,312）＊　　

7.876（2,312）＊＊＊

12.648（2,311）＊＊＊

c>a
a>c
a>c
a>c
a>c, b>c
c>b, c>a, b>a

＊ p<.05　＊＊ p<.01　＊＊＊ p<.001
注：�ディアスポラアイデンティティの得点：「包含」10 〜 29 点，「ボーダー」30 〜 35 点，「分離」36 〜 50 点。

（　）内は標準偏差。
　　�韓国語使用率，韓国人との交流率（0 〜 10 点）：得点が高いほど，それぞれ韓国語使用率，韓国人との交

流率が高いことを示す。
　　�韓国優越・愛着意識：「全く当てはまらない」から「非常に当てはまる」までの 5 件法で測定した 10 項目

の合成尺度。得点が高いほど，韓国優越・愛着意識が強いことを示す。
　　�日本での生活満足度：7 件法。得点が高いほど，日本での生活満足度が高いことを示す。FT&
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果の詳細は，李・李（2013）を参照されたい。
「包含」，「ボーダー」，「分離」の 3 つのタイプは，様々な属性においても区別される違

いを示している（研究課題 3）。表 7 に示しているとおりであるが，日本滞在期間は「分
離」タイプが最も長く（M=128.65），「包含」タイプ（M=93.04）より有意に長かった。日
常における韓国語使用率は，「包含」タイプが最も高く（M=4.14），「分離」タイプ

（M=2.98）より有意に高い。韓国人との交流率も同様の結果であった。韓国人との交流は，
対面，オンラインともに「包含」タイプが最も多く（対面：M=4.48，オンライン：
M=6.34），「分離」タイプ（対面：M=3.52，オンライン：M=5.32）より有意に多かった。

韓国優越・愛着意識は，「包含」タイプ（M=19.77）が最も強く，「ボーダー」タイプ
（M=18.88）がその次で，両タイプとも「分離」タイプ（M=17.56）より有意に強いことが
示された。一方，日本での生活満足度は，「分離」タイプ（M=5.79）が最も高く，「ボー
ダ」タイプ（M=5.38），「包含」タイプ（M=5.01）の順で有意に高くなっていた。

「否定的ステレオタイプ化」の認識とメディア利用
本論文の仮説 2 では，ホスト社会メディアによって母国や母国の人々が否定的にステレ

オタイプ化されていると思うほど，ホスト社会メディアを利用しないと予測している。
「否定的ステレオタイプ化」の認識は，1）韓国の政治・経済・社会・文化などの諸側面が
日本のマスメディアによってどれくらい友好的または非友好的に取り上げられているかに
対する認識（以降では，「知覚された非友好度」と記す），2）日本のマスメディアおいて
描写されている韓国のイメージについての認識（以降では，「知覚された否定的イメージ」
と記す）という 2 つの次元で検討した。

表 8 は，知覚された非友好度の集計結果である。最も非友好的に取り上げられていると
評価された項目は，韓国国内の政治状況（M=4.01）で，日韓関係（M=3.98）がその次で
あった。韓国の治安状況（M=3.77），新型コロナウィルス感染状況（M=3.72），経済状況

（M=3.55），科学技術の発展状況（M=3.35）もすべて 3 点以上で，全体的に知覚された非
友好度は高かった。友好的に取り上げられていると感じているのは，韓国の食文化くらい
であった（M=1.81）。

これらの回答に対して，因子分析（主因子法，プロマックス回転）を行ったところ，固
有値 1 以上の基準で以下の 2 因子が抽出された。第 1 因子には，「韓国国内の政治状況」，

「日韓関係」，「韓国国内の治安」，「韓国の経済状況」などの項目が高い因子負荷量を示し
ていたことから「韓国のハードトピック」と命名した。第 2 因子は，「韓国の自然環境」，

「韓国の科学技術の発展状況」，「韓国の食文化」などの項目が高い因子負荷量を示してお
り，「韓国のソフトトピック」とした。以降の分析では，2 つの因子の因子得点を用いた。

次に，知覚された否定的イメージは，22 の形容詞対を用い，7 段階の SD 尺度（数値が
高いほど，ネガティブな意味）で測定した。その結果を表 9 に示す。全体的に平均点が 4
点以上の項目が多く，「自己主張をしない−自己主張が強い」（M=6.07），「理性的−感情
的」（M=5.67），「静か−うるさい」（M=5.58），「穏やか−気性が激しい」（M=5.09）など，
日本のマスメディアにおいて韓国人の気質が否定的に描かれていると感じている傾向が示
された。一方，「強い−弱い」（M=3.81），「発展している−遅れている」（M=3.70）など，
韓国社会の発展や国力については概ね肯定的に描かれていると認識している。

知覚された否定的イメージに関する回答を因子分析（主因子法，プロマックス回転）に
かけた結果，以下の 3 因子解が妥当であると判断した。

第 1 因子には，「礼儀正しい−礼儀正しくない」，「誠実な−不誠実な」，「親しみやすい
−親しみにくい」などの項目が高い因子負荷量を示していたことから「韓国との付き合い
やすさ」と命名した。第 2 因子は，「理性的−感情的」，「自己主張をしない−自己主張が
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強い」，「静か−うるさい」，「穏やか−気性が激しい」，「謙遜な−傲慢な」などの項目が高
い因子負荷量を示しており，「韓国の振舞い方」と命名した。第 3 因子は，「優しい−厳し
い」，「きれい−汚い」，「笑っている−怒っている」，「発展している−遅れている」，「整然
している−混乱している」，「安全な−危険な」という韓国社会の雰囲気や発展を表す項目
と関連していたため，「韓国の社会雰囲気」にかかわる因子と解釈した。以降の分析では，
各因子の因子得点を用いた。

否定的ステレオタイプ化の認識が強いほど，ホスト社会メディアを利用しないとした仮
説 2 は，概ね支持されたが，その関連性はいずれも弱いものであった。日本マスメディア
の「韓国のハードトピック」の取り上げ方に対する非友好度認識（r=-.136，p<.05），「韓

●表8　日本のマスメディアにおける韓国の取り上げ方の非友好度知覚
項目 M（SD） F1 F2

韓国国内の政治状況 4.01（0.80） .874 -.165
日韓関係 3.98（0.83） .834 -.065
韓国国内の治安（犯罪，ジケン，事故） 3.77（0.93） .595 .116
韓国の経済状況 3.55（0.82） .546 .269
韓国における新型コロナウイルスの感染状況 3.72（0.88） .328 .272
韓国の自然景観 3.26（0.95） -.063 .699
韓国の訪日観光客 2.95（0.97） -.034 .677
韓国の科学技術の発展状況 3.35（0.96） .256 .442
韓国の食文化 1.81（0.77） -.026 .371

注：�「全く友好的でない」から「非常に友好的である」までの 5 件法で測
定し，逆転項目を用いた。得点が高いほど，非友好的に認識してい
ることを示す。

●表9　�日本のマスメディアにおける韓国描写の否定的イメージ知覚の
因子分析結果

SD 項目 M　（SD） F1 F2 F3

礼儀正しい−礼儀正しくない 4.38（1.47）  .811  .024 -.052
誠実な−不誠実な 4.02（1.38）  .788 -.074  .030

親しみやすい−親しみにくい 4.18（1.56）  .728 -.065  .010
強い−弱い 3.81（1.40）  .699 -.349  .150

大きい−小さい 4.59（1.35）  .674 -.125 -.078
細かい−大ざっぱ 4.70（1.40）  .574  .114  .041

信用できる−信用できない 4.99（1.51）  .538  .301  .028
利他的−利己的 5.02（1.21）  .521  .359 -.145

ルールを守る−ルールを守らない 4.97（1.34）  .455  .311  .105
理性的−感情的 5.67（1.21）  .007  .804 -.157

自己主張をしない−自己主張が強い 6.07（1.03） -.296  .785 -.044
静か−うるさい 5.58（1.03） -.199  .758  .111

穏やか−気性が激しい 5.09（1.25） -.001  .682  .102
謙遜な−傲慢な 4.97（1.21）  .288  .495 -.001

分かり合える−理解しにくい 5.04（1.52）  .260  .481  .072
正直である−嘘つきである 4.96（1.30）  .213  .430  .226

優しい−厳しい 4.30（1.45） -.180  .050  .793
きれい−汚い 3.96（1.35）  .084 -.083  .738

笑っている−怒っている 4.83（1.40） -.080  .201  .680
発展している−遅れている 3.70（1.47）  .252 -.206  .523

整然している−混乱している 5.03（1.24）  .201  .135  .468
安全な−危険な 4.08（1.47）  .304  .000  .431

注：7 段階の SD 尺度で測定した。
　　項目得点は 4 点が中点で，値が大きいほど，ネガティブな意味になる。FT&
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国のソフトトピック」の取り上げ方に対する非友好度認識（r=-.118，p<.05）が高いほど，
「日本のエンターテインメントとニュース」を利用しない傾向が見られた。また，日本マ
スメディアの「韓国との付き合いやすさ」（r=-.153，p<.01），「韓国の振舞い方」（r=-.122，
p<.05）の描写が否定的だと感じているほど，一部，「日本のエンターテインメントと
ニュース」を利用しない傾向があった。

7．考察

ディアスポラの人々にとって，アクセス可能な多元的なメディアの利用のあり方は，ホ
スト社会における安定的な生活，世代間の繁栄，他国へのさらなる移住や帰国など，ディ
アスポラとしての生き方に大きな影響を与える重要な要因である。しなしながら，これま
での研究では，主に母国メディアの利用とその影響に焦点が当てられており，ホストメ
ディアの利用は比較的注目されてこなかった。

このような背景から，本論文では，昨年の在日中国人を対象とした研究（李・李・杜，
2022）に続き，在日韓国人によるホストメディアの利用を検討した。まず，日本在住の韓
国人は母国のエンターテインメントやニュース報道に多く接していることが確認された。
すでに，日本の地上波や BS 放送などを通じ，主に韓国のドラマなどのエンターテインメ
ントがかなり多く放送されているが，近年はさらに，Netflix などのオンデマンドビデオ
サービス経由で韓流コンテンツの流通が拡大していることなどが，その背景の一つである
と思われる。また，韓国の地上波や 24 時間ニュース専門チャネルなどは，YouTube 上で
もニュースの生放送を行っているため，韓国国内のニュース報道へのアクセスも容易であ
ることが，このようなメディア利用を促進する要因になっていると見られる。

また，在日韓国人は，日韓のチャットアプリーや検索サイト，オンデマンドビデオサー
ビスの利用率も高く，日本のニュースメディアも比較的に利用していた。これは，昨年の
在日中国人の調査結果とは異なる点であるが，在日韓国人は，在日中国人に比べ，日本社
会への関心や関係性が相対的に強く，そのことが日本社会の情報に対する需要を高めてい
るのかもしれない。エスニックメディアは，主に在日韓国人向けの SNS グループやイン
ターネット掲示板の利用が中心で，その他のエスニックメディアの利用はかなり限られて
いた。

また，日本での滞在期間，日常における韓国語の使用，韓国人との対面・オンラインで
の交流など，ホスト社会への適応を示す変数と母国やホスト社会メディアの利用との関連
を検討した結果，在日韓国人は，日本での滞在期間が長いほど，エンターテインメント関
連の日本メディアをあまり利用せず，韓国ドラマを視聴する傾向があり，SNS やインター
ネット利用では，日本における個人的交流よりも社会的な情報を求めていることが確認さ
れた。また，韓国語の使用率や韓国人との交流率が高いほど，日本メディアの利用度は低
かった。滞在期間が長くなるほど，日本のエンターテインメントを利用しない傾向があっ
たことは興味深い。ホスト社会への適応の必要性から，移住の初期から一定の期間におい
てはホスト社会メディアの利用が増えていくが，ある程度の適応が達成されるとその時点
からは，例えば母国のエンターテインメントなど，より自分の趣向にアピールするメディ
アの利用が増えていく傾向があるのかもしれない。そして，より高齢になっていくほど，
帰郷への思いが強くなり，母国メディアの利用が常態化していくことも想定される。韓国
語の使用率や韓国人との交流率の高さは，日本社会との関係性，統合の低さを意味する指
標であり，そういう点で，日本メディアの利用度の低さと関連していることは納得できる
結果である。

本研究では「ナショナルアイデンティティ」と「ディアスポラアイデンティティ」に着
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目し，「包含」，「分離」，「ボーダー」という 3 つのディアスポラの社会的アイデンティ
ティと，メディア利用の関係を検討した。メディア利用については，李・李（2023）でも
詳しく報告しているが，ディアスポラの社会的アイデンティティモデルの予測を概ね支持
する結果が得られている。すなわち，「分離」タイプは「包含」タイプよりも「日本のエ
ンターテインメントとニュース」を多く利用し，「包含」タイプは「分離」タイプより

「韓国のエンターテインメントとニュース」を多く利用していたのである。また，「ボー
ダー」タイプは「包含」タイプよりも日韓両国の新聞や書籍を利用する傾向があった。

各タイプ別の属性を見ると，「分離」タイプは日本に最も長く滞在しており，「包含」タ
イプは「分離」タイプに比べて韓国語の使用率と韓国人との交流率が高かった。また，韓
国優越・愛着意識は，「包含」タイプが最も強かった。一方，日本での生活満足度は，「分
離」タイプが最も高く，「ボーダ」タイプは「包含」タイプより高かった。

ディアスポラの社会的アイデンティティモデルの予測をさらに検証するためには，今後
は，母国の人々を「内集団」と「外集団」のどちらとして捉えるのかという集団所属意識
と，それが母国メディアの利用から受ける幸福感や優越感，自負心などのポジティブな感
情と認知的不協和や後悔，敗北感などのネガティブな感情とどのように関連しているのか
を分析することが必要である。

本研究が注目したメディア利用のもう一つの要因は，ホスト社会メディアによるディア
スポラの「否定的ステレオタイプ化」である。ディアスポラの人々が，ホスト社会のメ
ディアによって，自分の母国やエスニシティが否定的に表象され，「他者化」されている
と認識するほど，ホスト社会のメディアを避け，母国のメディアにアクセスする可能性が
あると予想したためである。

在日韓国人は，日本のメディアにおける韓国の取り上げ方として，韓国の政治状況と日
韓関係が最も非友好的で，日本のメディアにおける韓国人のイメージについては，「自己
主張が強い」，「気性が激しい」，「感情的」などと否定的に描かれていると感じていた。一
方，韓国社会の発展と国力については概ね肯定的に描かれていると評価していた。本論文
では，日本のマスメディアから受けた「否定的ステレオタイプ化」の認識が強いほど，日
本メディアの利用度は低くなると予想したが，概ねそのような傾向が存在していることが
確認できた。ただ，相関はかなり弱く，その他の要因の影響を総合的に考慮すれば，有意
な関連がなくなる可能性も考えられる。在日中国人対象の調査でも似たような傾向が見ら
れたが，否定的にステレオタイプ化されていると感じている場合でも，様々な目的や理由

（例えば，仕事や子どもの教育，ホスト社会の環境監視や世論推定など）から一定程度日
本のメディアを利用する必要があるし，否定的ステレオタイプ化が比較的弱いか，場合に
よっては韓国に対して友好的なメディアを選択的に利用することもあるだろう。今後，自
由回答の内容に対する分析と合わせ，さらに詳細に分析していきたい。

＊本稿の調査は，2022 年度慶應義塾大学学事振興資金（共同研究）の助成を得て行われた。
調査にご協力いただいた在日韓国人の皆さんに，記して感謝申し上げたい。

●注

1.	 在日外国人と関連する統計は出入国在留管理庁（n. d.）のデータを参照した。在日中国人のメディア利用に関
する調査結果の詳細は，李・李・杜（2022）を参照されたい。李・李（2023）では，中国人ディアスポラ（2021
年調査）と韓国人ディアスポラ（2022 年調査）のメディア利用を比較検討している。
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